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◇◇１１．．ははじじめめにに  

 

 2004 年になって、巷でやたらと目に付くようになったものが数多くある。i-pod、薄型テレビ、

HD レコーダー、ミニサイズボトル缶など数え上げればきりが無い。そして、その中でも、私の

印象に深く残ったのが新型のプリウスである。 

ガソリンスタンドでアルバイトをしているときも、外苑西通りを走り去るプリウスを 1 日に

何台見ているだろう。最近ではプリウスのタクシーもできたようで、その数は半端ではない。も

っとも、燃費が良いせいか給油にはほとんどこないのだが。そんな風に、毎日プリウスを見てい

るのが、この論文を書くきっかけである。 

そもそもハイブリッドカーは、売れない車であり、メーカーからしてみても、その生産コスト

故に、売りたくない車であったことは間違いない。私は、S2000 がリリースされたときに、近

所のホンダに見に行ったことがある。そのとき、店員とインサイトの話になった。彼曰く、「本

社からの販売目標は月 6 台。年に 6 台売れればいいんじゃないですかね。販売店にしてみれば 1

台も売りたくないですよ。ぜんぜん儲からないですもん。本社も一緒でしょうね。」とのことだ

った。全く新しい技術を用いているため、経験曲線効果もなく価格は高い、高くて売れないから

規模の経済も働かず、またコストが下がらない。コスト高のため、利益が薄いからディーラーも

売りたがらない。ユーザーの側からしても、燃費がいいだけで、内装も外装も装備も全てが値段

につりあっていないから買いたいとは思わない。ハイブリッドカーは、そんな悪循環をかかえた

自動車のはずだったのだ。 

しかし、2003 年 9 月、状況は一変する。日本初のハイブリッドカープリウスがフルモデルチ

ェンジをしたと同時に、爆発的に売れはじめたのだ。発売と同時に納車半年待ち。そして、先に

も述べたように、1 年たってみれば、1 日にものすごい数のプリウスを見るようになったのだ。 

プリウスのこの普及の仕方はいったい何なのだろうか。ビシャスサークルに陥っていたはずの

プリウスがなぜ売れたのか。この論文では、それを明らかにしていきたいと思う。 
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◇◇２２．．ププリリウウススににつついいてて  

 

 はじめに、プリウスがどのような車なのかを詳しく調べていきたいと思う。プリウスは、ラテ

ン語で「～に先立って」という意味であり、時代に先駆けてというニュアンスがこめられている。

1997 年 10 月、世界初の量産ハイブリッドカーとしてデビューしたプリウスは、大きく分けて 3

つのフェーズに分かれている。1 つ目は、初期型モデルの NHW10 型。2 つ目は 2000 年 5 月発

売のマイナーチェンジ(以下 MC)モデル NHW11 型。MC モデルなので、基本的に見た目は初期

型とほとんど変わらない。3 つ目が、2003 年 9 月発売、初期型からのフルモデルチェンジ(以下

FMC)モデルの NHW20 型である。このプリウスが現在、よく見かける現行型のプリウスである。

この章では、この 3 つのプリウスがそれぞれどのような特徴を持っているのかについて調べて

行きたいと思う。 

 

 

(a)．NHW10 型プリウス 

 

全長×全幅×全高：4275×1695×1490mm 

車両重量：1240kg 

エンジン形式：直列４気筒 DOHC＋モーター 

総排気量：1496cc 

最高出力：58ps/4000rpm＋30kw 

最大トルク：10.4kgm/4000rpm＋31.1kgm」 

出典：goo 自動車＆バイク 

 

 NHW10 型プリウス(以下、初期型プリウス)は 1997 年 10 月に、世界初のガソリンエンジンと

モーターの量産ハイブリッドカーとして発売された。当時は、少エネルギー、高燃費のために開

発されたリーンバーンエンジン(理想空燃費より希薄な混合気を燃焼させることで、使用燃料を

抑え燃費を向上させるエンジン)や直噴エンジン(混合気をシリンダー内に直接噴射し、点火火花

により燃焼させるエンジン。点火プラグ付近に直接噴射することにより、より希薄な空燃費での

運転が可能になるため燃費が向上する。)が注目され、普及してきた時期であった。 

そんな中、これまでとは違うハイブリッドシステムを採用し、リリースされたのがこの初期型

プリウスである。初期型プリウスは、ガソリンエンジンと電気モーターを並行して使うシリー

ズ・パラレルハイブリッド方式(詳しくは、本章(d)項参照)を用い、ガソリンエンジンの苦手な低

速域での高負荷状態を、モーターのトルクを利用することで燃費の向上を果たしている。また、

発進時や低速走行時は電気モーターのみを動力として使用している。デザイン面では当時として

は画期的なスペース重視のセダンタイプとなっており、室内はクラスを超えた広さを確保したも

のになっていた。ただ、トランクスペースに関しては、バルクヘッド部にバッテリーを搭載して
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いたため、奥行きがかなり浅くなっている。 

走行性能に関しては、プリウスのあだ名であった「ドンガメ」という言葉がよく表している。

坂道や高速走行は不満の残る内容となっているようである。またブレーキシステムも、独特な回

生ブレーキのフィーリングが初期制動力が強すぎて扱いにくいという意見も多数あったようだ。 

しかし、この一種の扱いづらさを乗りこなす楽しみや、エンジンスタート時に出る「Welcome 

to Prius」の表示などがプリウスオーナーのマニア心をくすぐり、彼らの間では好評であった。 

 

 

(b)．NHW11 型 

 

全長×全幅×全高：4310×1695×1490mm 

車両重量：1220kg 

エンジン形式： 

直列４気筒 DOHC＋交流同期電動機 

総排気量：1496cc 

最高出力：72ps/4500rpm＋33kw/1040～5600rpm 

最大トルク： 

11.7kgm/4200rpm＋35.7kgm/0～400rpm 

出典：カーセンサー 

 

 NHW11 型プリウス(以下、MC プリウス)が発売されたのは、2000 年 5 月。初期型プリウス

の MC モデルとしてリリースされた。この MC は非常に大掛かりなもので、インテリア、エク

ステリア以外は全くのニューカーであるといっても過言ではない。リファインの大部分は、初期

型からの電気システムの大幅な見直しによるものである。バッテリーの小型化によるトランクス

ペースの拡大に始まり、電動式パワーステアリングの改良による直進性の向上、高速走行時にも

電気モーターによるアシストを行う新システムの搭載、回生ブレーキとフットブレーキのマッチ

ングの改良によるブレーキングフィールの向上と枚挙に暇がない。初期型では、エコを念頭に置

き、フロントをこすってもサイドバンパーモール(NHW10 型の画像のフロントバンパーの黒い

部分)を取り替えるだけで済むようにデザインされていたものが、そういった事例が皆無に近い

事がわかりフロントバンパーをフルカラー化し、開口部を広げたなどという変更点もあったよう

だ。全体として、より扱いやすく、より違和感無く乗れる車になったということができるだろう。 

 しかし、その反面、「Welcome to Prius」の表示や、従来の扱いにくさなど、初期型のプリウ

スオーナーが「プリウスらしさ」と思っていたものが無くなり、彼らの間では不満の声もあるよ

うだ。良くも悪くも「万人受けする車」に近づいたということは間違いないだろう。 
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(c)．NHW20 型 

 

全長×全幅×全高：4445×1725×1490mm 

車両重量：1290kg 

エンジン形式： 

直列４気筒 DOHC＋交流同期発動機 

総排気量：1496cc 

最高出力： 

77ps/5000rpm＋50kw(68ps)/1200～1540rpm 

最大トルク： 

11.7kgm/4200rpm＋40.8kgm/0～1200rpm 

出典：カーセンサー 

 

 2代目モデルとなるNHW20型プリウス(以下、現行プリウス)が発売されたのは 2003年 9月。

発売と同時に、納車半年待ちになるほどの人気を博した。 

 新しく進化したハイブリッド・シナジー・ドライブと呼ばれる新システムが走りの性能を大き

く向上させ、スポーティな走りも可能になった。ステアリングフィールやブレーキングフィール、

直進安定性なども改善された。加速も 0－100km/ｈ10 秒 5 秒と 2 リッターカーなみ、50-80km/

ｈ追い越し加速は 4 秒台で 2.4 リッターカーなみである。これらは、エンジンそのものの改良に

加えて、電気系の電圧を 500V にまで高めた事が大きな要因である。 

 また、パッケージングも大幅に変更された。ボディ幅を大きく拡大し、3 ナンバー化。さらに、

5 ドアハッチバック化したことで、空力性能を向上し、先代以上に特徴的なデザインを手に入れ

たのだ。CD 値は 0.26 をマークし、量産セダンでは最高水準となっている。リアシートを倒せ

ば、バッテリーの小型化とあいまって、広大なラゲッジスペースが生まれるのもハッチバック化

の恩恵であるといえよう。 

 そして、何よりも魅力的なのが、電気を動力源とするプリウスならではの装備である。一つ目

は EV モードという、電気だけで走ることによりかつてない静かでスムーズな走りができるシス

テムである。2 つ目はインテリジェント・パーキング・アシスト。バックアイカメラのモニター

で駐車位置を設定すると、自動的にステアリングとアクセル操作を行い、ドライバーはブレーキ

操作だけを行えば縦列駐車ができてしまうという画期的なシステムだ。3 つ目は、電動インバー

ターエアコン。従来のハイブリッドカーはアイドリングストップ時、エアコンが止まってしまっ

ていたのである。真夏の東京でこれは致命的であった。現行型プリウスは、この点を改め、エア

コンは家庭用と同じインバーターエアコンを搭載した。アイドリングストップ時にも、20～30

分ならバッテリーにためておいた電力でエアコンが使えるのである。バッテリー容量低下時も、

エンジン始動後およそ 15 秒間で充電され回復するのである。更に冷えすぎ、温めすぎを防止す

る適正温度保持機能、乾燥を防ぐ適正湿度保持機能も付いている。4 つ目は、モータートラクシ
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ョンコントロールとパワーステアリングアシスト。従来のように、「滑り出してから制御する」

のとは異なり、モーターを回転センサーとトルクセンサーとして使い、「すべる前に制御する」

ゼロスリップを可能にしている。ただ、実際にはドライバーへのフィーリング面への配慮から、

ある程度のスリップは許容される設定になっている。また、安定性をより高めるために、電動パ

ワーステアリングにも制御を加えており、カウンターステアが必要な場面ではカウンターを当て

る方向のステアリング力を軽くするという仕組みも備えている。日本だけでなく、アメリカ、ヨ

ーロッパまでもマーケットとして見据えた 2 代目プリウスは、全ての面において進化をとげた

世界戦略車となったのである。 
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◇◇３３．．ハハイイブブリリッッドドシシスステテムムのの仕仕組組みみ

 

 

 

 

 

  

 

 プリウスの進化の系譜について知るには欠かすことができないのが、ハイブリッドシステムに

ついての理解である。ハイブリッドシステムには大きく分けて 4 つの方式がある。パラレル式、

シリーズ式、シリーズ・パラレル式、ISG ハイブリッドシステム(integrated starter generator 

hybrid system)の４つである。この章では、それぞれの方式がどのように異なるのか、どういっ

た特徴があるのかについて調べていく。 

 

 

a）．パラレル式ハイブリッドシステム 

 

パラレル式は、エンジン、モーター、両方の動力装置の駆動力が機械的に結合されるため、並

列配置とも呼ばれ、シビックハイブリッドやインサイトをはじめとする大半の量産ハイブリッド

カーに搭載されている方式である。この方式の狙いは、減速時のエネルギーをモータージェネレ

ーターで回収して、蓄電池に蓄え、加速時などに回生利用して内燃機関自動車の低公害化と燃費

の向上をはかることである。モーターは、完全に内燃機関駆動のアシストとしての位置づけであ

り、加減速の多い走行モードで効果的である。下の図は、ホンダインサイトの IMA SYSTEM の 

働きをあらわした図である。加速時や低速走行時には、モーターのアシストをうけながら、エン

ジンの動力をメインに走行する。中・高速走行のようなクルーズ時には、エンジンの燃焼効率が

高いので、エンジンの動力のみで走行する。そして、減速時には、回生ブレーキをつかって、エ

ネルギーをバッテリーに蓄えるのだ。 

 

＜HONDA INSIGHT IMA SYSTEM＞  

出典：HONDA ホームページ インサイト 
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ｂ）．シリーズ式ハイブリッドシステム 

 

シリーズ式は、エンジンで発電を行い、車両の駆動力はその電力でまわされるモーターのみに

よって得られるハイブリッドシステムである。エンジンは常に効率の良い回転域で運転されるた

め、低公害化と燃費向上をはかることが可能である。シリーズ式ハイブリッドシステムは、電気

自動車を主とし、小型のエンジンと発電機を搭載するレンジエクステンダーと、比較的出力の大

きいエンジンと発電機を搭載する自立型の 2 つに分類する事ができる。下図は、三菱ふそうの

シリーズ式ハイブリッドシステムの働きをあらわした図である。発進時や低速走行時には、モー

ターのみを動力としてそして走行する。なお、このときエンジンは、パワーステアリングやブレ

ーキといった油圧系補機類を作動させるために稼動している。アイドリングストップ時には、蓄

電池からの電力供給でエアコンや照明類を稼動させる。中・高速走行になると、蓄電力が低下し

てくるため、エンジンをインバーター発電のために稼動させる。このハイブリッドカーに限って

は、制動時のエネルギー回収も可能だ。搭載者は、トヨタコースターなどバスやトラックといっ

た大型車に多い。高回転や高速での走行が少なく、モーターの動力特性にマッチしたシチュエー

ションでの運行が多いためではないかと考えられる。 

 

＜発進・低速走行時＞     ＜蓄電力低下時＞      ＜制動時＞ 

 

出典：三菱ふそうトラック・

バス株式会社 HP 
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c）．シリーズ・パラレル式 

 

シリーズ・パラレル式は、シリーズ方式とパラレル方式の両機構をもち、運転条件によって最

適な動力を選択する方式であり、プリウスに搭載されているものである。アイドリングや低負荷

走行時は、シリーズ方式の熱効率の方が優位なので、電気モーターで運行し、エンジンはモータ

ーの駆動に使用する。そして、高負荷走行時には、エンジン運転の熱効率のほうが優位であるの

で、モーターがエンジンをアシストするパラレル方式を用いることにより、全域での高効率と低

公害を可能にする方式である。以下の図は、プリウスに用いられている THSⅡの図である。 

 

 

 

出典：TOYOTA ホームページ プリウス 
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d）.ISG ハイブリッドシステム(integrated starter generator hybrid system) 

 

ISG ハイブリッドシステムは、スターター兼用のジェ 

ネレーターを用い、これを発進時のパワーアシストに利用 

するとともに、ある程度の回生制動を働かせ、燃費を向 

上させる比較的低コストのハイブリッドシステムである。 

最近、欧州を中心に車両電装品電圧が高圧化(42V)されて 

いるため、このようなシステムを各メーカーが開発してい 

る。総合的に 15～20％の燃費向上をはかることが可能で 

ある。  

出典：DENSO ホームページ 
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◇◇４４．．ププリリウウススとといいううイイノノベベーーシショョンン  

   

 前述したように、今年になって急に街中でプリウスを見るようになったが、実際どの程度売れ

ているのであろうか。下のグラフ（プリウス月別販売台数）は、日本自動車販売協会連合会発行

の車種別販売台数をもとにまとめたものである。 
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グラフを見ると、初期型プリウスは発売後もっとも好調なときで 2400 台弱、その後減少し続

け、MC 後に 2000 台になるも、また減少し続けている。ここまでは、通常の自動車の販売傾向

と大差はない。しかし、FMC 直後に販売台数は一気に跳ね上がり、3700 台、2004 年 6 月には

最高値の 6800 台を記録している。FMC 後とはいえ、ここまで販売台数が急激に伸びる自動車

は非常に珍しいといえるのではないだろうか。さらに、これを元に累積販売台数をグラフ化した

ものが前頁下段のプリウス累積販売台数である。なだらかに増加していた累積販売台数が FMC

を境に、急激に伸びている。プリウス発売から FMC 前までの 6 年間での販売台数と FMC 後の

1 年間の販売台数はほぼ同じである。つまり、FMC 後は平均して、FMC 前の 6 倍売れている

ことになるのである。このグラフの推移は、イノベーション普及の基本形である S 字カーブグ

ラフ（下図参照）の初期段階に酷似しており、2003 年 9 月の FMC でティッピングポイントを

迎えたということができる。果たしてプリウスはイノベーションとなりうるのであろうか。この

章では、プリウスがイノベーションであるかどうかを検証するために、a)  Relative Advantage 

プリウスの相対的優位性、  b) Compatibility  コンベンショナルカーとの互換性、  c)  

Complexity プリウスの持つ複雑性、d) Trialability  試行可能性、e)  Observeability プリウ

スの持つアドヴァンテージの可観測性という 5 つの視点からプリウスの持つ資質を探って行き

たいと思う。                                             
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参照：DIFFUSION OF INNOVATIONS 45P Figure 2-1 
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a)  Relative Advantage プリウスの相対的優位性 

    

 イノベーションが普及するためには、そのイノベーションが既存のものよりも勝っている必要

がある。その程度を表すのが、Relative Advantage、相対的優位性である。相対的優位性は大

きく 3 つに分けることができる。Economic Profitability（経済的便益）、Social Prestige（社会

的権威）、Other Benefits（その他の利益）である。プリウスの相対的優位性を前述の 3 要素に

カテゴライズすると、Economic Profitability が、高燃費と税制優遇、Social Prestige が、エコ

志向と注目性、そして Other Benefits 加速力、静粛性、車庫入れ支援システムとなる。 

 第 1 に、プリウスの高燃費と税制優遇について考えて行きたいと思う。プリウスの燃費は、

初期型で 28km/ℓ、MC モデルで 29km/ℓ、そして現行型では 35.5km/ℓとなっている。現行型で

は燃料タンク容量は 45 リットルなので、理論上の連続航続可能距離は 1597.5km となり、東京

から鹿児島までノンストップで行って、さらに鹿児島市内を 100km ほどドライブできる計算に

なる。実際には、山坂道や都心などのシビアコンディションを走ることもあるので、理論値より

燃費は悪くなるが、それでも聞くところによると 800km程度なら給油なしで航続可能だそうだ。

これは普通の乗用車の軽く 2 倍の燃費の良さである。1 ヶ月に 1 万円をガソリン代に使っている

家庭では 1 年間に 6 万円の節約になる。 

そして、税制優遇では、平成 16 年 11 月現在の国土交通省の発表によると、自動車取得税課

税標準から 30 万円の控除、税率では 2.2％の軽減（通常は普通自動車標準税率 5％）、自動車税

では 50％の軽減を受けることができる。また、個人購入の場合、年間走行距離６千㎞以上の下

取り車があること、通勤で使うのであれば直線距離で片道１０㎞（道のりは１２㎞以上）以上か

つ公共の交通機関より時間的に短いこと、個人事業主ならクルマを仕事の足として使っているこ

とという３つの条件がそろえば、EV 協会から 25 万円の補助金がでる。 

これらをもとに、おおまかな税制優遇総額を計算してみる。 

 

－自動車取得税（現行型プリウス G ツーリングセレクション購入の場合） 

○軽減税率 2.2％×（取得価額 2,570,000－控除額 300,000） 

 = 49,940 円の減税  

 ○自動車税 

  １ℓ超 1.5ℓ以下 34,500 円×軽減税率 50％＝17,250 円の減税 

○補助金 25 万円（条件による） 

 

上述の諸条件下での購入から 1 年間のプリウスの経済的な相対的優位性は 

 自動車取得税 49,940 円＋自動車税 17,250 円＋補助金 250,000 円＋ガソリン代節約分 60,000

円＝377,190 円となる。 
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ただし、実際には自動車取得税の課税基準となる自動車取得価額には、自動車に付加して一体

となっているもの、例えば、ラジオ、ステレオ、エアコンなどの価額は含まれるが、スペアタイ

ヤ、シートカバー、マット、標準工具などの付属物の価額は含まれないという細かな規定がある

ため税制優遇額は異なってくる。 

 第 2 は、プリウスのエコ志向と注目性である。これらは、言うまでも無く「プリウスに乗っ

ていると地球環境を守る一助になれる」とか、新技術で作られた車で注目度が高いというもので

ある。社会的には、マフラーが太くてエアクリーナーがシュコンシュコンいっている車よりもプ

リウスに乗っているほうが尊敬されるに違いない。少し前に雑誌で「エスティマ・ハイブリッド

に乗っていると、子供がよろこぶ」という記事が載っていた。「うちのお父さんは地球環境をま

もっているんだ」と学校で自慢できるのだそうだ。 

スカイライン GT-R（BNR34）V specⅡ

フェラーリ・テスタロッサ 

ランボルギーニ・ガヤルド 

 第 3は、加速力、静粛性、車庫入れ支援システムである。プリウスのトルクは、初期型 41.5kgm、

MC モデル 47.4kgm、現行型 52.5kgm（全てモーターとエン

ジンのトルクの単純合計値）となっている。トルクとは、回

転力のことで、エンジンがどのくらいの力で回ろうとするか

を表しており、加速力と密接な関係がある。ちなみに参考ま

でにプリウスのトルクと近い車をいくつか挙げると、スカイ

ライン GT-R（BNR34）V specⅡで 40.0kgm、フェラーリ・

テスタロッサ 48.0kgm、ランボルギーニ・ガヤルド 52.0kgm

となっている。加速力には、車両総重量、サスペンションセ

ッティング、ギア比等も関係してくるし、ハイブリッドカー

においてはエンジンとモーターのトルクカーブの山は一致し

ないため、上に挙げた車と同じ加速ができることはないであ

ろうが、通常の 1.5 リッターの乗用車と比べれば雲泥の差で

ある。トヨタ社内の実験によれば、新型プリウスの加速性能

は、0－100km/ｈ10 秒 5 秒と 2 リッターカーなみ、50-80km/

ｈ追い越し加速は 4 秒台で 2.4 リッターカーなみだそうであ

る。0－100km/ｈ加速は初期型より 5 秒、MC 型より 3 秒早

くなっている。モータが生み出すトルクは V8、4.3ℓセルシオ

と同程度であるが、このトルクは必要に応じて発生できる最

大値と言うことで不必要なときはセーブされる。しかし、信

号スタート交差点グランプリで負けることは少なくなったは 出典：カーセンサー（上 3 図共） 

ずである。 

 プリウスは静粛性においても高いレベルを達成している。 

静かであることが自動車として安全であるかどうかという問題もあるが、小さな子供がいる家庭
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などでは、車内で子供が 寝ることなども考えると、静かに越したことはない。マフラーが太く

てエアクリーナーがシュコンシュコンいって いる車よりはよっぽどファミリー指向である。プ

リウスの騒音レベルは、エンジン停止、モーター運転時で車外 44.7db、車内で 28.9db である。

ちなみに、ささやき声が 30db、静かな事務所が 50db であるからプリウスの静粛性はきわめて

高いといえる。なお加速時であっても、加速騒音規制値 76db をクリアしていることから、静か

な電車の車内と同レベル程度であると思われる。言うまでも無く車内での騒音レベルはもっと低

い値を示すだろう。 

 車庫入れ支援システムは、都内ではとても役に立つ機能ではないだろうか。都内での路上駐車

はスペースが狭く、ペーパードライバーや運転の苦手な人にとっては不可能に近いといっても過

言ではないだろう。この機能だけを見てプリウスを買いたくなってしまう奥さんも少なからずい

るのではないだろうか。 

 

 

b)  Compatibility コンベンショナルカーとの互換性 

 

 イノベーションが普及する上で、既存技術や社会習慣との間に互換性があるかどうかというこ

とは極めて重要な問題である。イノベーションが互換性を持つということは、イノベーションを

採用する際の不確実性を軽減させ、イノベーションが個々人のライフスタイルにフィットするこ

との大きな一助となるからである。 

互換性が持つ重要性を顕著に表す例として、ペルーのとある村の話がある。この村では、井戸

水を沸かしてから飲むという習慣が無かったために、井戸水を介しての病気による健康被害があ

とを立たなかった。そこでペルーの保健衛生局の局員が井戸水を沸かしてから飲むように勧める

キャンペーン活動を村で行ったのである。しかし、このキャンペーンは失敗に終った。この村に

は古くからの伝統的な考え方があり、「物」がもつ属性を変えることは良くないという迷信が村

人の間に根強く浸透していたのである。この村の考え方によると、沸かした水は病人が飲むもの

であり、「冷」の属性を持つ水を温めて飲むことは、その考え方に反しているというのである。

つまり、「井戸水を沸かしてから飲む」というイノベーションは、この村の「物の持つ属性を変

えてはならない」という社会的習慣との間に互換性を持たなかったのである。このように互換性

は、イノベーションが普及する上で非常に重要な役割を担っている。イノベーション自体が如何

に有益なものであっても、互換性がないばかりに普及しないという現象は多くのものに見られる。

互換性は、上述した「社会習慣」以外にも、「既存技術」、「感覚的ニーズ」にも見られる。 

さて、プリウスはどのような互換性を持っているのだろうか。「社会習慣」、「既存技術」、「感

覚的ニーズ」の 3 点に整理して見ていこう。 

 まずは、「社会習慣」であるが、プリウスに対する社会習慣的互換性とは、普通に運転でき

て、普通の車として受け入れられることである。この点において、初期型プリウスは問題を抱え

ていた。酷評を受けていた直進安定性、不自然なブレーキフィーリングとステアフィーリングな
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どである。これらの要因は、プリウスをコンベンショナルカーと社会習慣的に互換性の低いもの

にしていたといえる。従来の油圧式のフィーリングになれている人々には、これらの電動式のフ

ィーリングは非常に扱いにくいものであったのだ。しかし、これらの要因は、現行型プリウスで

は改良され、既存の車をドライブする感覚で扱えるようになっている。現行型プリウスは、その

操作性を、まさに社会習慣的互換性を得るために適応させたということができる。 

次に「既存技術」との互換性である。技術的にいえば、プリウスには既存の自動車生産技術と

互換性のない部分が多岐にわたり存在するといわざるを得ない。ハイブリッド技術は、自動車生

産技術に多く用いられる「熱力学」の延長線上にあるものではなく、「モーター」と「ソフト」

というある意味「電子工学」的な色合いが強いのである。それは、FORD をはじめとする多く

の自動車メーカーがトヨタに技術供与を求めている現状を見れば明らかである。例えるならば、

銀塩カメラとデジタルカメラの違いに似ているといえるのではないだろうか。NIKON や

KODAK といった老舗カメラメーカーがベストセラーになるようなデジタルカメラを作り出せ

ないのと同様である。技術的に別物なのだ。この技術的な互換性の無さは、プリウスに限らずハ

イブリッドカー全般の販売に悪影響を及ぼした。新しい技術を詰め込んだ車の利益率が、既存の

自動車より高いわけはない。この論文の冒頭で紹介したホンダ販売店店員の言ったように、ディ

ーラーもメーカーも売る気が無かったのである。売れば売るほど赤字になるとも言われていた。 

しかし、そんな中、プリウスは、その程度は不明であるが、ある程度の利益を生み出せる車に

なったということができると思う。それは、ヴィッツと遜色ない月販台数をみても明らかである。

ヴィッツと同じ台数、しかもワールドワイドに、売れば売るほど赤字の車を生産することは、非

常に大きな痛手になるからである。 

ハイブリッドカーの中でも、プリウスだけが利益を生む自動車になり、各社が技術供与を求め

るようになった背景には「イノベーションのジレンマ」があるのではないだろうか。この「イノ

ベーションのジレンマ」とは、顧客の声を聞き、ニーズに合う製品をつくろうと努力するあまり、

破壊的なイノベーションを取り入れる事が出来ず、イノベーションから利益を生み出す機会をみ

すみす逃してしまうという現象のことをいう。有名な例では「ハードディスクの大きさ」につい

ての話がある。1980 年代初頭、8 インチのディスクドライブは全盛時代であった。そこに登場

した 5.25インチのディスクドライブは、8インチに対しての優位性がサイズと重さにしかなく、

コストはむしろ割高であった。そのため 8 インチの主力ユーザーであったミニ・コンピュータ

ーメーカーを顧客としていたハードディスクドライブメーカーには 5.25 インチに力を入れる理

由が無かったのだ。ところがデスクトップのパソコンにとっては 5.25 インチの小型軽量は魅力

的であり、5.25 インチで新規参入した HDD メーカーが最終的に市場を拡大、独占し、出遅れ

た 8 インチ主力メーカーはマーケットから姿を消すことになったのだ。 

ハイブリッドシステムにおいてライバル関係に合ったホンダは、パラレル式ハイブリッドシス

テムを採用していた。パラレル式ハイブリッドシステムは、第 3 章でも説明したように、モー

ターをエンジンのアシストとして使用するものである。この方式は、もちろん、モーターと回生

ブレーキ間の、またエンジンとモーター間の制御は必要ではあるが、比較的簡単にモーターを組
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み込む事が可能である。開発コストも低く、売れない売れないといわれ、マーケットプルという

よりは、環境保護的圧力によって生まれたハイブリッドカーへの入りとしては真っ当な選択であ

るように思える。一方のトヨタは、シリーズ・パラレル式ハイブリッドシステムを採用した。こ

れは、パラレル式に比べればはるかに複雑な方式である。開発コストも高く、自動車自体のアー

キテクチャーの見直しも必要である。ホンダも含む全ての自動車メーカーが、「このシステムは

まだ儲からない」と思ったことであろう。下図のようにもっと技術開発がすすみ、利益が出るよ

うになってから販売を始めようと考えていたに違いない。しかし、その間にトヨタは販売しなが

ら着実に開発をすすめ、経験曲線効果を活かし、新型プリウスをリリースしたのである。この段

階で、ホンダをはじめ全てのメーカーはトヨタのハイブリッドシステムに太刀打ちすることは出

来なくなっていたのだ。トヨタのハイブリッドシステム開発が各社の読みを追い抜いた結果であ

るといえよう。このようにして、プリウスは技術的互換性の壁をやぶり、利益を生み出すことが

できる自動車となったのである。 

ハイブリッドシステムの予想収益
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 最後に「感覚的ニーズ」である。プリウスがヒットした背景には、もちろん「燃費の良い車の

方が良い」というニーズや「少しでも環境負荷の低いものを選びたい」といった思いがあると思

う。しかし、ここではもっと顕著な感覚的ニーズとの互換性によるプリウスヒットの背景を見て

行きたいと思う。 

 現行型プリウスは、初期型プリウスが日本のマーケットを念頭においていたのとは異なり、世

界最大の自動車マーケットであるアメリカや歴史や伝統に重きを置くヨーロッパまでもマーケ

ットとして狙いを定めている。そして、そんなプリウスの初めての試乗会が行われたのが、アメ

リカ・カリフォルニアのロサンゼルス・パサデナ地区である。この地区が新型プリウス初の試乗

会に選ばれた理由は「このあたりがプリウスにとって世界最大のマーケットとなるから」である。

パサデナ地区は全米屈指の高級住宅街であるビバリーヒルズやハリウッドにも程近く、多くの著

名人が住む街である。この街には、ハリウッドスターをはじめとする「見られること」を職業に
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する人々が多く住んでいるのだ。そして、彼らは、「時代の最先端を行く、普通とは違う知的な

車に乗っている」というイメージのためにプリウスを購入するというのである。環境に優しく、

資源に優しいというプリウスが持つイメージが、それを選び、所有する人にも同様のイメージを

植え付ける効果を彼らは期待しているのである。プリウスのクリーンでインテリジェントなイメ

ージと、彼らの「良く見られたい」という感覚的なニーズがマッチしているのである。このよう

に感覚的ニーズとの互換性は、１つのマーケットを創造してしまうほどの大きな力を持っている

のである。 

 

 

c)  Complexity プリウスのもつ複雑性  

    

 イノベーションが普及する上で、そのイノベーション自体がどの程度複雑であるかということ

は、イノベーション採用のペースや割合に大きく影響を及ぼす。Windows95 が登場するまで、

個人向けにパーソナルコンピューターが普及しなかったのも、この複雑性が原因である。プリウ

スは、内部構造は複雑ではあるが、ユーザーにとっては普通の車となんら代わらず使用できるた

め、複雑性はきわめて低いということができる。強いて言えば、BMW7series ライクなシフト

ジョイスティックが難しいという意見があるが、なれてしまえば問題は無いという程度であり、

逆に使いこなすことによって、愛着がわくことさえあるのではないだろうか。 

 

 

d)  Trialability 試行可能性 

     

 試着することができるジャケットとできないジャケット。値段が同じなら、どちらを購入する

だろうか。答えはもちろん試着ができるジャケットである。イノベーション普及において、イノ

ベーションを採用する前に、試

行可能かどうかということは、

採用における不確実性を減少さ

せるためにも非常に重要な要因

である。特に、採用しようとし

ているものが、高額であったり、

生活に大きな影響を与えるもの

であったりする場合はなおさら

である。そういう意味では、自

動車購入においての試乗は非常

に重要な意味を持つのである。      

出典：トヨタホームページ 
プリウスも例に漏れず、もちろ
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ん試乗可能である。 

 プリウスは、プリウスのホームページからオンライン上で試乗検索と試乗申し込みが可能であ

り、 

また検索方法も「【郵便番号】,【住所】, 

【最寄駅】,【地図】の 4 パターンから"近くのプリウス”をさがすことができる」ものと「好み

の条件指定が可能な“絞込み検索システム"によりこだわりのプリウスを探すことができる」もの

の２つに分かれている。検索を行うと、希望する販売店、販売店の周辺地図、試乗可能なプリウ

スの有無、プリウスのグレード、ボディーカラー、内装色、駆動方式、が表示され、試乗希望日

を選択し、３営業日以降に空きがあれば、スムーズに試乗ができるよう工夫されている。 

 

 

e)  Observability プリウスの持つアドヴァンテージの可観測性 

 

 イノベーション普及における客観的観測性とは、イノベーションを採用したことによって伴う

結果を、観測する事が可能であるかどうかという指標である。可観測性は、イノベーション採用

者の割合と綿密にリンクしており、可観測性が高いほど、イノベーション採用者の割合も高くな

っていく。 

 では、どのようなイノベーションは可観測性が高く、どのようなイノベーションは可観測性が

低いのであろうか。過去に研究された多くのイノベーションは技術的なものであり、それらはハ

ードウェア的側面とソフトウェア的側面に大別できる。両者の普及率を見てみると、ソフトウェ

ア的側面を持つものは、ハードウェア的側面を持つものに比べて、採用のペースがスローである

ことが多いのである。これは、ソフトウェア的なイノベーションはインフォメーションベースで

ある事が多く、イノベーションの採用とその結果の因果関係を検証する事が難しいからである。 

こういった現象はテクノロジカルなイノベーションだけに限っておこることではない。セー

フ・セックス運動などは、この現象をあらわす顕著な例である。いまや全世界の大多数の人は

HIV の存在を知っており、それをどうすれば予防できるかも知っている。しかし、HIV 感染者

の数は増えるばかりである。これは、セーフ・セックスを行った場合に、どの程度 HIV に感染

しなくなるかということを観測できないからである。コンドームの使用によって HIV 感染の危

険性が減少したという因果関係を観測できないのだ。このように、イノベーションの質によって

可観測性は大きく変わるのである。 

それでは、プリウスをイノベーション普及における可観測性という側面から見てみよう。プリ

ウスの持つアドヴァンテージは本章（a）項で述べたように、高燃費、税制優遇、エコ志向、注

目性、加速力、静粛性、車庫入れ支援システムとなっている。 

これらの中で、明らかに可観測性が高いのは、高燃費、税制優遇、静粛性、車庫入れ支援シス

テムである。燃費に関しては、初代モデルからすでに液晶パネル上で常時確認可能であった。税

制優遇は、目に見える「お金」が返ってくる、または割り引かれるわけであり、観測可能である。
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静粛性は、乗ってみれば、その違いにすぐに気づくはずである。プリウスは、始動時から全く音

がしない。車庫入れ支援システムに関しては、自動で車庫入れ、縦列駐車をしてくれるさまを見

られるのだから、ハードウェア的であり、可観測性はきわめて高いといえる。 

さて、残ったエコ志向、注目性、加速力について検証していきたいと思う。プリウスを所有し

たことによって「地球環境に配慮している人間だと思われる」、また「最先端の知的な車に乗っ

ていると注目される」かどうかを確かめるのは非常に難しいと思われる。所有した本人の性格や

ファッション、社会的地位といったものも関係してくるし、そもそも他人が考えていることを目

に見える形としてあらわす事が不可能に近いからである。しかし、これだけ環境に配慮したイメ

ージの CM や広告をうっているのだから、所有している人が環境に悪影響を与えていると考え

る人はいなさそうである。観測は不可能であるが、マイナスイメージとしては働かないであろう

ということは理解できるのではないだろうか。 

次に加速力である。これは、観測できるかどうか非常に難しい問題である。本章（a）項で

も述べたように、加速力はその自動車が持つトルクと密接な関係がある。つまり、トルクの数値

を見れば加速力の観測は可能であると言えないこともない。しかし、加速力には、ホイールやタ

イヤの選択、サスペンションのセッティング、ひいては着座位置なども関係してくるために乗っ

てみないとわからない部分でもある。加えて、プリウスは発進時の最も加速力を感じる瞬間はモ

ーター駆動である。これが何を意味するかというと、モーターは従来、我々が慣れ親しんでいる

エンジンとは出力特性が異なるため加速していることを感じにくいのである。エンジンは普通、

回転数を上げていくとそれに伴いトルクも上昇する（スポーツモデルでないエンジンは扱いやす

いよう 2000rpm～4000rpm のあいだくらいにトルクの山をもってくるケースが多いが）。それ

にくらべてモーターは、回転数ゼロから最大トルクを発生し、回転数を上げるとともにトルクは

減少していく。つまり加速感が盛り上がっていく感じではなく、非常にリニアなのである。さら

に、プリウスは変則機構として CVT（Continuously Variable Transmission:変速比が無段階で

変更できる変速機）を採用しており、またアクセルもバイワイヤー式（ワイヤーでスロットルの

開閉を行うのではなく、電気的に速度の調節を行えるようにしたアクセル機構）で様々な制御シ

ステムが介入してくることから、より加

速感を感じにくいということができる。

しかし、絶対的加速力は高く、トヨタ内

の実験においてもカムリなどの 2.4 リッ

タークラスのセダンよりも高い加速性能

を示したというデータがあり、絶対加速

力の高さは実証済みである。信号待ちス

タートで街中で競ってみるのが加速力を

観測するもっとも簡単な方法かもしれな

いが、加速力に関しては、ドライバーが

どこまでを求めるかということによって
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可観測性にも差異が出てくるのではないだろうか。 

可観測性ということにおいては、初期型プリウスを所有していたかどうかも大きなポイントに

なるのではないだろうか。ラゲッジスペースの拡大やバッテリー容量のアップなどは初期型プリ

ウスを所有していた人だけがわかる可観測性である。とは言え、プリウスにはまだまだ見えない

部分が多く存在する。例えば、走行中エンジン停止時には、次にエンジンがスムーズに始動する

ようにクランクをモーターで最適な角度にまで進角させるシステムや、ホイールスピンを感知し

てから制御するのではなく、路面の入力から摩擦状態を計算してスピンを起こす前に電気的に制

御するシステムなど、見えない素晴らしいシステムは数え上げればきりがない。ハイブリッドシ

ステムをモニターに表示し、観測可能な形にしたように、こういう見えない素晴らしい技術を如

何にわかりやすく見せていくかが、今後プリウスをもっとオーナーズシップのある車に進化させ

ていく鍵なのかもしれない。 
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◇◇５５．．ププリリウウススののココミミュュニニケケーーシショョンンチチャャネネルル  

   

 何か新しいものを購入したり、取り入れたりする際、そのものの魅力だけで購入、採用を決定

するだろうか。購入、採用を決定する前に、人に評判を聞いたり、雑誌を読んだり、TV の CM

を見たりして、自分の中で購入、採用しようとしているものが本当に有益であるかどうか確かめ

るという行為を多くの人は行うはずである。または、人に聞いた評判や、雑誌で読んだ記事、

TV で見た CM が、新しいものを知るきっかけになることもあるだろう。この章では、そういっ

たプリウス自体が持つ魅力以外の部分であるコミュニケーションチャネルについて検証してい

きたいと思う。（a）項では、一方向的にメッセージを伝えるマスメディアについて、（b）項で

は、双方向コミュニケーションの場としてのホームページについて調べていく。 

 

 

a) マスメディア 

  

 現代社会は、膨大な量の広告宣伝、TVCM であふれかえっている。一方向的にしかメッセー

ジを伝達できない雑誌広告や TVCM は、購入や採用を迷っている人々の背中を押すことは難し

いだろう。しかし、宣伝する製品のブランドイメージを作り上げるのには非常に適していると言

うことができる。現代人は、情報の洪水の中にあって、情報を取捨選択する能力が長けてきてい

ると言われている。TVCM を見ていても、目にとまるもの、とまらないものがあるのは、知ら

ず知らずのうちに CM を見て、その製品がどのようなものかを判断し、取捨選択しているから

に他ならない。つまり、企業がすべきことは、より多くの Potential Adopter（潜在的採用者）

の目にとまるような、なおかつ印象にのこるメッセージ性の強い宣伝をうち、製品のブランドイ

メージを築いて、その製品に興味を持ってもらうことである。 

 ここでは、初期型、新型、それぞれのプリウスの宣伝に使われていた謳い文句や TVCM の内

容を可能な限り集め、トヨタはプリウスにどういうイメージを与えようとしていたのか、また、

それがどのような影響を与えたのかを検証していく。 

 次ページの表は初期型プリウスについての広告語録を集め、カテゴライズしたものである。メ

ッセージは大きく分けると、3 タイプに分ける事ができた。環境系文句、未来系文句、そして評

価系文句である。評価系の文句というのは、自動車広告の十八番のようなもので、どんなメーカ

ーの、どんな自動車でも、何か賞をとるとそれを CM や広告にするため特に珍しいものではな

い。興味深いのは、残りの２つである。通常、自動車の広告というのは、走行性能やインテリア、

スタイリングのよさ、使い勝手の良いラゲッジスペース、といったものを売りにするものである

が、初期型プリウスにはこういった内容のものが一切見られない。代わりにあるのは、「未来の

車」というイメージと「環境に優しい」「人に優しい」という謳い文句である。そして、興味深

いのが、プリウスをまるで生き物のように表現している部分が多いというところである。 
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            初期型プリウス 広告語録 

                  環境系 

◇エネルギーのムダ使いをしないプリウス。きれいな空気の強い強い味方です。伊達公子（新聞広告）  

◇地球のために「プリウス」という種をまきました。（紹介キャンペーンの小冊子の表紙）  

◇人を起こすのは目ざまし時計の仕事です。クルマの仕事じゃない。by プリウス（新聞広告）  

◇きれいな空気のために、ライバルがふえてほしい。ハイブリッドカー プリウス（新聞広告）  

◇ライバルがふえました。私には、競争相手というより同志なんですけどね。by プリウス（新聞広告）  

◇長い道のり、水を補給しなくていいのはラクダ。長い道のり、ガソリンを補給しなくていいのがプリウス。  

◇止まっている時、うるさいのは、セミ。止まっている時、静かなのが、プリウス。（新聞広告）  

◇自然の力、プリウスの力。  

◇環境を考えているドライバーが、ますます大切にされる時代になりました。（新聞広告） 

◇エコロジ－って、自然にできるんですね。（新聞広告）  

        未来系       評価系 

◇２１世紀に間にあいました。  ◇ クルマの歴史を切り開いたプリウスが

クルマの歴史に残る評価を受けました。 ◇きのうまで未来のクルマでした。  

◇まだまだですが・・・ ひとつできました。  （新聞広告）  

◇あなたが空想したクルマです。  ◇ プロポ－ズされて、この国に来ました。 

（新聞広告）  ◇みんなの夢だったんですね。 

◇21世紀の人に贈ります。  

◇街にプリウスが増えている。20 世紀のゆめが、21 世紀

へ確実に引きつがれようとしています。（新聞広告）  

（プリウスのお部屋より抜粋） 

 

「ムダ使いをしない」「強い強い味方」「クルマの仕事じゃない」「私には、競争相手というより

同志」「まだまだですが．．．」のような表現を用いることや、ラクダやセミとプリウスを対比する

ことで、プリウスに生き物感を与えようとしているのではないだろうか。文脈からすると、オー

ナーとともに環境を守るペットのような存在として認識されたいというような意図が見える。さ

らに「21 世紀」「夢」という言葉が多く並ぶ。これは、小さい頃誰もが創造したような未来の車

を喚起させようという意図であろう。初期型プリウスにトヨタが与えたイメージは「未来」「生

き物」「環境」であるということができる。個人的な見解としては、トヨタはプリウスにドラえ

もんのようなイメージを作りたかったのではないかと思う。 
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         新型プリウス 広告語録＆TVCM 

             動力性能系 

◇世界トップレベルの低燃費よりも、その加速力を自慢したい。（雑誌広告） 

◇超低燃費35.5km/ℓ、それでいて今までにない加速力。（雑誌広告） 

◆鉄球編：ぶつかりそうになった鉄球をプリウスが加速し、引き離す。 

              環境系 

◇ガソリン１リットルで山手線１周(３４．５キロ)以上を走る。（山手線広告） 

◆自然との対話編：プリウスが蛍の里を走る 

◆オーケストレーション編：プリウスが緑の森を走る 

              

      未来系 

◇ ついに未来が動き出す。新プリウス、誕生。

（雑誌広告） 

◆Holes編：不思議な空間をプリウスが走

り回る 

    未来・環境系 

◆未来体験編：プリウスに乗ると、ウィ

ンドウ越しに木々や花、

建物がどんどん成長し

ていく 

       

  ハイブリッド独自装備系 

◆パーキング編：駐車しにくいスペースに、パーキ

ングアシストを使って一発縦列

駐車 

  ハイブリッド独自装備・環境系 

◆クリスマス編：クリスマスの夜。車内から微かに

聞こえるみんなの歌声。プリウス

の EV ドライブモードでエンジン

音を消すパパ。楽しい歌声に微笑

む女の子。まさにサイレントナイ

ト。 

 次に新型プリウスの、広告語録とTVCMを見ていこう。上図は新型プリウスの広告語録と

TVCMをカテゴライズしたものであるが、カテゴリー数は初期型のときと比べて、倍になって

いる。従来の環境系、未来系に加えて動力性能系、ハイブリッド独自装備系というジャンルの広

告、CMがでてきたのだ。初期型プリウスの宣伝で「未来感」や「クリーン」といったイメージ

は完璧に出来上がったといっても過言ではない。そんな中で、プリウスのネガティブなファクタ

ーをつぶしながら、新たに加わったハイブリッドカーにしかできない魅力を紹介していこうとい

うのが広告、CMのコンセプトであると言えるだろう。プリウスが持っていたネガティブなファ

クター、それは動力性能である。曖昧なフィールのハンドリングやドン亀と言われた加速性能（初
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期型も発進加速は悪くなかったようだが、急な坂道や、高速での追越などの場面になると、急激

にバッテリー残量が減り、加速しなくなったことからこのあだ名がついたと思われる）。これら

を払拭するための宣伝が鉄球編CMや「世界トップレベルの低燃費よりも、その加速力を自慢し

たい。」「超低燃費35.5km/ℓ、それでいて今までにない加速力」といった文句である。未来系に

分類してしまったが、Holes編のCMも初期型と異なるきびきびしたハンドリング性能を表現し

たかったのであろう。以上のような、ネガティブなイメージを払拭しながら、さらにプリウスの

魅力を伝えるためにうったCMが、パーキング編とクリスマス編である。ハイブリッドカーなら

ではのシステムであるインテリジェントパーキングアシストとEVモード走行を実際のシチュエ

ーションに沿った形で使用し、作成されたものである。 

 以上、初期型プリウスと新型プリウスの広告語録、CM比較を行ったが、新型プリウスになっ

てからは、謳い文句、CMとも「自動車」らしいものになってきている。つまり、普通の広告、

CMに近づいてきているのだ。これは、プリウスが新型になり、やっと「普通の自動車としても

やっていける」ものになったということを暗に示している。裏を返せば、初期型は自動車として

みた場合の完成度は低かったが、それに対して「ペット的感覚」を付与し、「出来は悪いがかわ

いい子」的イメージを作っていたということではないだろうか。そう考えると、初期型プリウス

の広告やCMは、購入のきっかけを作るだけでなく、購入後のアフターケア、認知的不協和の打

開的な意味合いも強かったのかもしれない。 

 

 

b) 双方向コミュニケーションの場としてのホームページ 

 

 プリウスに関するホームページは山ほどある。Google で“プリウス”と検索すると 150,000

件もヒットする。トヨタのホームページから個人のホームページ、Web ニュースの見出しなど、

プリウスに関するものはさまざまであるが、Google 検索のトップにヒットし、プリウスのホー

ムページとして最大のものは、プリウスマニアである。このホームページは、1998 年 3 月、現

プリウスマニア管理者であるやっちん氏が個人ホームページ「我が家にプリウスがやってきた」

をオープンさせたところに始まっている。その後、1998 年 5 月に、内容を拡充させ「プリウス

マニア」としてリニューアルオープン。週間アスキーや CG（カーグラフィック）、毎日新聞に

も取り上げられるなど活動が多方面で評価されている。受賞会場でトヨタの張社長に挨拶をした

り、プリウス MC の試乗会では担当者と直接インタビューを交わしたりするなど、メーカー側

との交流も深い。このようなホームページは、顔は見えないながらも双方向のコミュニケーショ

ンがはかれる場として、プリウスの普及におおきく影響を与えているはずである。この項では、

ホームページ「プリウスマニア」がプリウスの普及に対してどのような影響力を持っているのか

検証していきたいと思う。 
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 プリウスマニアが影響をあたえる対象は、大きく分けて 3 つある。1 つは、プリウス購入を考

えている人たち。2 つ目は、プリウスを持っている人たち。最後に、メーカーである。これら 3

者の関係を図にすると以下のようになる。 

 

 

プリウスマニア影響図 

ホームページが立ち上げられた当時は、製造側でなくユーザー側の視点で作られたホームペー

ジは存在しなかったため、こういった場を求めていたプリウスオーナーがメンバーとなっていっ

たようである。彼らは、イノベーション普及においてのリードユーザー、この情報ネットワーク

においてのメイヴン（Maven：イディッシュ語で知識を蓄えている人の意）としての役割を果

たしている。情報を蓄え、それを誰かに伝えたがっているのだ。メンバーがある程度の人数にな

り、コミュニティーとしての規模が大きくなると、一般の人たちからも発見されやすくなり、プ

リウス購入を考えている人たちも参加するようになってくる。彼らは、質問を投げかけたり、オ

ーナー同士の情報交換をチェックしたりして、プリウスが購入するのにふさわしいものかどうか

確かめるのである。2005 年 1 月 14 日現在、プリウスマニア掲示板には 5981 件のスレッドが立

てられており、そのうちの 891 件がプリウスの購入に関するものである。技術的に新しい自動

車であったということもあり、購入検討者に与えた影響は非常に大きかったことが想像できる。

そして、コミュニティーとして十分な規模を持ち、情報源として信頼できるレベルになるとメー

カーが参加してくる。メーカーは、自分たちとは異なるクラスターに属している人たちの意見を

取り入れるために、ユーザー側のコミュニティーであるプリウスマニアに参加してくるのである。

彼らは、オーナー同士の情報交換から、彼らが何に興味を持っているのかを判断し、不満点から
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改善すべき点を見つけ、購入検討者は何がネックで悩んでいるのかを探るのである。特に、この

サイトで挙げられたプリウスの不満点は、MC の際にはメーカーの参考になったようである。プ

リウスのライトが普通の車より暗いのではないかという議論が掲示板でなされているのを見て、

MC の際、ライトを明るくしたという経緯があるのだ。 

掲示板を見ていると、購入に関してもこのサイトを参考にしている人はかなりの数になる。ま

た、故障や不具合が起きたときにどうすればよいかということのノウハウもかなり蓄積されてい

るようである。プリウスマニアは、プリウス購入の説得役、購入後のトラブル処方箋、またメー

カーの新車開発時の情報源として役立っているのである。 
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◇◇６６．．消消費費者者かからら見見たたププリリウウスス  

   

第 4 章では、プリウスがイノベーションたりうる要素をそなえていることを検証し、第 5 章

では、プリウスのもつコミュニケーションチャネルがプリウスの普及に影響を与えていることを

検証した。もう一つ残る疑問としては、消費者はプリウスをどのようにとらえているのかという

ことである。プリウスをどの程度の車格であると判断し、購入時には、どのような車と迷うので

あろうか。第 6 章では、アンケート調査と MDS（多次元尺度法）を用いてプリウスが消費者か

らどのように認識されているのかを調べていきたいと思う。また、プリウスマニアオーナーやっ

ちん氏のケースをもとに、分析結果の裏づけをしていきたいと思う。 

 以下は調査方法の大まかな流れである。 

 

  アンケート調査   MDS の元になるデータを収集 

     ↓ 

   MDS 分析     データを MDS ソフトにかけてマップ化 

     ↓ 

 パーセプションマップ プリウスの製品群中での位置づけを把握 

 

 

a) アンケート調査 

     

 はじめにプリウスの比較対照にする車の選択をおこなった。選択にあたり、自動車雑誌のワン

コーナーによくあるライバル比較コーナーを参考にしようと考えたが、プリウスのものは見つか

らなかったため、以下のようにカテゴライズし、価格帯の近いものを選択した。 

 

 
セダン ミニバン ハッチバック スポーツ

初期型プリウス イプサム アクセラ RX-8 MINI

シビックハイブリッド シビック ニュービートル

プリメーラ ゴルフ

スマートフォーフォー

プジョー３０７

国産
外車
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＜比較対照車性能諸元一覧＞ 

 

◇シビックハイブリッド（HONDA） 

 

価格帯（万円）   226 

全長×全幅×全高（m）   4470ｘ1695ｘ1430 

車両総重量（kg）   1200 

総排気量（cc）   1339 

最高出力（ps/rpm）   86/5700 

最大トルク（kg‐m/rpm）   12.1/3300 

10.15 モード燃費（km/ℓ）   29.5 

 

 

◇プリメーラ（NISSAN） 

 

 

2.0 20G VI エディション IT-NAVI パッケージ 

価格帯（万円）   194～ 255 

全長×全幅×全高（m）   4565ｘ1760ｘ1480 

車両総重量（kg）   1290 

総排気量（cc）   1998 

最高出力（ps/rpm）   150/6000 

最大トルク（kg‐m/rpm）   20.4/4000 

10.15 モード燃費（km/ℓ）   13.0 

 

◇イプサム（TOYOTA） 
価格帯（万円）   217～302.4 

全長×全幅×全高（m）   4690ｘ1760ｘ1680 

車両総重量（kg）   1580 

総排気量（cc）   2362 

最高出力（ps/rpm）   160/5700 

最大トルク（kg‐m/rpm）   22.5/4000 

10.15 モード燃費（km/ℓ）   11.0 

 

 

 

2.4 240u G セレクション 
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◇アクセラ（MAZDA） 

 

価格帯（万円）   146.5～207.9 

全長×全幅×全高（m）   4485ｘ1745ｘ1465 

車両総重量（kg）   1280 

総排気量（cc）   2260 

最高出力（ps/rpm）   171/6500 

最大トルク（kg‐m/rpm）   21.8/4000 

10.15 モード燃費（km/ℓ）   11.6 

 

2.3 スポーツ 23S 

 

◇シビック（HONDA） 

 

価格帯（万円）   134.8～233.1 

全長×全幅×全高（m）   4285ｘ1695ｘ1495 

車両総重量（kg）   1230 

総排気量（cc）   1668 

最高出力（ps/rpm）   130/6300 

最大トルク（kg‐m/rpm）   15.8/4800 

10.15 モード燃費（km/ℓ）   16.4 

 

 

1.7 XS 

 

◇RX-8（MAZDA） 

 

価格帯（万円）   252～288.8 

全長×全幅×全高（m）   4435ｘ1770ｘ1340 

車両総重量（kg）   1330 

総排気量（cc）   1308 

最高出力（ps/rpm）   210/7200 

最大トルク（kg‐m/rpm）   22.6/5000 

10.15 モード燃費（km/ℓ）   9.0 

 

タイプ E 
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◇MINI（BMW MINI）  

 

価格帯（万円）   204.8～295.1 

全長×全幅×全高（m）   3650ｘ1690ｘ1445 

車両総重量（kg）   1140 

総排気量（cc）   1598 

最高出力（ps/rpm）   116/6000 

最大トルク（kg‐m/rpm）   15.2/4500 

10.15 モード燃費（km/ℓ）   11.6 

 

クーパー 

 

◇ フォルクスワーゲン ニュービートル（Volkswagen） 

 

価格帯（万円）   230～325.5 

全長×全幅×全高（m）   4090ｘ1730ｘ1500 

車両総重量（kg）   1280 

総排気量（cc）   1984 

最高出力（ps/rpm）   116/5400 

最大トルク（kg‐m/rpm）   17.5/3200 

10.15 モード燃費（km/ℓ）   9.9 

 

プラス 

 

◇フォルクスワーゲン ゴルフ（Volkswagen） 

 

価格帯（万円）   240.5～328.7 

全長×全幅×全高（m）   4205×1760×1485 

車両総重量（kg）   1380 

総排気量（cc）   1984 

最高出力（ps/rpm）   150/6000 

最大トルク（kg‐m/rpm）   20.4/3500 

10.15 モード燃費（km/ℓ）   11.4 

 

GT 
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◇スマートフォーフォー（smart） 

 

価格帯（万円）   184.8～228.9 

全長×全幅×全高（m）   3790×1685×1460 

車両総重量（kg）   1060 

総排気量（cc）   1498 

最高出力（ps/rpm）   109/6000 

最大トルク（kg‐m/rpm）   14.8/4000 

10.15 モード燃費（km/ℓ）   14.8 

 

1.5 

 

 

◇プジョー307（PEUGEOT） 

 

 

価格帯（万円）   207～291.9 

全長×全幅×全高（m）   4210×1760×1530 

車両総重量（kg）   1300 

総排気量（cc）   1997 

最高出力（ps/rpm）   137/6000 

最大トルク（kg‐m/rpm）   19.4/4100 

10.15 モード燃費（km/ℓ）   10.4 

 

 

 

 

 

 

 

XSi 

 

（写真出典：カーセンサー.net 以上 11 点共） 

 

 以上の 11 モデルに、現行型プリウス、初期型プリウスを加えた 13 モデルが、お互いに、総

合的に見てどの程度にているか、また買い替え時にどの程度ライバルになるかを 5 段階で評価

してもらう。アンケートの最後には、現行型、新型プリウスがそれぞれ、もっとも総合的に似て

いる車とライバルになりうる車はなにかを自由に回答してもらう。アンケートは、以上 13 車種

を名前だけ見て全て認識できた方々にご協力いただいた。 

  

以下は、アンケートのフォーマットである。 
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＜卒業論文用アンケート partⅠ－page1＞ 

A0042136 富澤　景

◇はじめに
　
　　このアンケートは、卒業論文用にのみ用いられるもので、それ以外の目的で使用されることは絶対にあり
ません。また、回答者の個人情報等も上記以外の目的には一切使用されることはありません。何か不明な点
がありましたら回答前にお聞きください。

◇アンケートについて
　

　　強力なライバルになる 　　△ ライバルにはならない

　　非常に似ている 　　○ 　　　　全く似ていない

5 4 3 2 1

例)　アルファード　/　クラウン　 △ ○

プリウス /　プリメーラ

プリウス /　シビックハイブリッド

プリメーラ /　シビックハイブリッド

プリウス　/　イプサム

プリメーラ /　イプサム

シビックハイブリッド　/　イプサム

アクセラ　/　プリウス

アクセラ　/　プリメーラ

アクセラ　/　シビックハイブリッド

アクセラ　/ イプサム

シビック　/　プリウス

シビック　/　プリメーラ

シビック　/　シビックハイブリッド

シビック　/　イプサム

シビック　/　アクセラ

RX-8　/　プリウス

RX-8　/　プリメーラ

RX-8　/　シビックハイブリッド

RX-8　/　イプサム

RX-8　/　アクセラ

RX-8　/　シビック

VWゴルフ　/ プリウス

VWゴルフ　/　プリメーラ

VWゴルフ　/　シビックハイブリッド

VWゴルフ　/　イプサム

VWゴルフ　/　アクセラ

VWゴルフ　/　シビック

VWゴルフ　/　RX-8

卒業論文用アンケート

　下記の車種ペアについて、次の2つのことにお答えください。
①総合的に見て、2車種がどの程度似ているか。
②車を買い替える時、2車種がどの程度のライバルになると思うか。
なお、①は○印で、②は△印で記入してください。この問題に正解はありませんし、各回答間の整合
性を考える必要もありません。一番上の例題を参考にして、最後まで一気にお答えください。
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＜卒業論文用アンケート partⅠ－page2＞ 

 

 　　強力なライバルになる 　　△ ライバルにはならない

　　非常によく似ている 　　○ 　　　　全く似ていない

5 4 3 2 1

MINI　/　プリウス

MINI　/　プリメーラ

MINI　/　シビックハイブリッド

MINI　/　イプサム

MINI　/　アクセラ

MINI　/　シビック

MINI　/　RX-8

MINI　/　VWゴルフ

ニュービートル　/　プリウス

ニュービートル　/　プリメーラ

ニュービートル　/　シビックハイブリッド

ニュービートル　/　イプサム

ニュービートル　/　アクセラ

ニュービートル　/　シビック

ニュービートル　/　RX-8

ニュービートル　/　VWゴルフ

ニュービートル　/　MINI

スマートフォーフォー　/　プリウス

スマートフォーフォー　/　プリメーラ
スマートフォーフォー　/　シビックハイブリッド

スマートフォーフォー　/　イプサム

スマートフォーフォー　/　アクセラ

スマートフォーフォー　/　シビック

スマートフォーフォー　/　RX-8

スマートフォーフォー　/　VWゴルフ

スマートフォーフォー　/　MINI

スマートフォーフォー　/　ニュービートル

プジョー307　/　プリウス

プジョー307　/　プリメーラ

プジョー307　/　シビックハイブリッド

プジョー307　/　イプサム

プジョー307　/　アクセラ

プジョー307　/　シビック

プジョー307　/　RX-8

プジョー307　/　VWゴルフ

プジョー307　/　MINI

プジョー307　/　ニュービートル

プジョー307　/　スマートフォーフォー

◇最後に①プリウスに最も似ている車と②プリウス買い替え時に最も強力なライバルになりそうな車

　を教えてください。上に出てきたものでも結構です。

①

②

最後までご協力ありがとうございました！！
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＜卒業論文用アンケート partⅡ＞ 

 

 

A0042136　　富澤　景

　以下の車種ペアが①総合的に見てどの程度似ているか、②買い替え時にどの程度ライバルになる

と思うか、例に従ってお答えください。なお、各回答間の整合性等は考える必要は、ございませんので、

すばやく直感で記入してください。このアンケートは、卒業論文作成以外の目的で使用されることはあ

りません。

似ている ○ 　似ていない

△

5 4 3 2 1

例）　ステップワゴン/アルファード ○ △

例2）　カローラ/スプリンター ○△

プリウス/初期型プリウス

　※この質問の「ライバル関係になるかどうか」は、現行型プリウスと初期型プリウスが両方とも新車

　　で購入できると仮定して答えてください。

プリメーラ / 初期型プリウス

シビック / 初期型プリウス

シビックハイブリッド / 初期型プリウス

イプサム / 初期型プリウス

アクセラ / 初期型プリウス

RX-8 / 初期型プリウス

ゴルフ / 初期型プリウス

ミニ / 初期型プリウス

スマートフォーフォー / 初期型プリウス

ニュービートル / 初期型プリウス

プジョー307 / 初期型プリウス

　最後に①総合的に見て初期型プリウスと最も似ている車と②買い替え時に初期型プリウスの最も強力

なライバルになる車を教えてください。なお、上記の車でも結構です。

①

②

　　　　　　最後までご協力ありがとうございました！！

卒業論文用アンケート

ライバルになる ライバルにならない
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b) MDS(多次元尺度法)による分析 

    

 
アンケート集計結果 ＜車種間類似度＞ 

 

 

           アンケート集計結果 ＜車種間ライバル度＞ 
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現行型プリウス 36 27 54 45 47 58 42 47 47 56 44 48

プリメーラ 48 48 40 41 52 49 54 55 54 51 45

シビックH 53 52 36 61 49 56 58 58 54 37

イプサム 56 55 63 57 61 58 61 63 58

アクセラ 32 42 49 52 59 53 46 59

シビック 53 47 44 53 45 48 47

RX-8 52 53 54 58 45 62

ゴルフ 32 35 43 35 48

MINI 25 32 42 58

ニュービートル 37 43 57

スマートフォーフォー 46 61

307 56

初期型プリウス
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現行型プリウス 37 32 59 50 52 58 51 61 56 54 45 33

プリメーラ 49 53 45 47 61 51 58 56 55 45 50

シビックH 53 52 29 60 49 58 59 59 52 45

イプサム 56 56 61 56 60 59 59 57 59

アクセラ 42 47 48 58 58 54 50 61

シビック 55 39 49 55 44 44 52

RX-8 61 57 63 59 53 62

ゴルフ 42 36 44 40 59

MINI 33 38 47 62

ニュービートル 49 47 59

スマートフォーフォー 49 61

307 59

初期型プリウス
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 アンケートの集計結果は前頁の表のとおりである。集計方法としては、アンケートの「総合的

に見て非常によく似ている」、「強力なライバルになる」をそれぞれ 1 ポイント、そこから順に 1

ポイントずつ加算し、「全く似ていない」、「ライバルにはならない」をそれぞれ 5 ポイントとし

て、車種間類似度、車種間ライバル度別に累積した。つまり、値の小さいペアほど、「総合的に

見て似ている」、「強力なライバルになるということである」。なお、有効回答数は 13 であった。 

 では、前頁の表をもとに MDS（多次元尺度法）分析を行い、パーセプションマップを作成し

ていく。MDS（多次元尺度法）とは、“製品のペアを作り、各ペアについて製品間の類似性、も

しくは非類似性を消費者に判断してもらい商品属性マップ(パーセプションマップ)を作成する

方法（グレン・L. アーバン・ ニキルシュ ドラキア・ジョン・R. ハウザー 1989）”である。

数学的に説明すれば、ｎ個の各要素間の距離がわかるとき、座標平面上にそれぞれの点の位置を

決定する事ができることであり、その結果作成される座標平面がパーセプションマップである。

MDS には、日本女子大学人間社会学部心理学科の岡本安晴教授がつくられた“プログラム

PMDSKruskal.dpr”を用いた。 

 プログラム解析による各データの座標は以下のとおりである。 

 

＜車種間類似度＞           ＜車種間ライバル度＞ 

 

X Y
現行型プリウス -0.04821 0.14538
プリメーラ -0.23604 -0.03002
シビックハイブリッド -0.18175 0.25056
イプサム -0.57479 0.1443
アクセラ -0.17112 -0.26843
シビック -0.0827 -0.05243
RX-8 0.05537 -0.49052
ゴルフ 0.13461 0.05923
MINI 0.29714 -0.01486
ニュービートル 0.34002 0.1146
スマートフォーフォー 0.39924 -0.08212
プジョー３０７ 0.17693 -0.18638
初期型プリウス -0.1087 0.41068

X Y
現行型プリウス 0.25371 -0.0455
プリメーラ 0.10219 -0.14667
シビックハイブリッド 0.22489 -0.17287
イプサム -0.00921 -0.48679
アクセラ -0.20984 -0.15139
シビック -0.0507 -0.0278
RX-8 -0.52522 -0.16346
ゴルフ 0.00312 0.19775
MINI -0.14318 0.38463
ニュービートル 0.09204 0.3888
スマートフォーフォー -0.16885 0.27018
プジョー３０７ -0.04368 0.10683
初期型プリウス 0.47473 -0.15372

 

 この 2 表をもとに座標平面上に各データを布置したものが次ページの図である。次項では、

この図を元に、プリウスがどんな製品であるか考えていく。 

 

 

 

 

  

 

 

 - 38 -



c) プリウスはどのような製品か 

 

＜パーセプションマップ 車種間類似度＞ 

 

（注） 

図表内の文字はそれぞれ、 

10：初期型プリウス 

20：現行型プリウス 

CH：シビックハイブリッド 

Pr：プリメーラ 

ip：イプサム 

Ci：シビック 

AX：アクセラ 

RX：RX-8 

MI：MINI 

Ne：ニュービートル 

GO：ゴルフ 

SM：スマートフォーフォー 

＜パーセプションマップ 車種間ライバル度＞    30：プジョー307 

       

 

 この項では、プリウスがどんな

製品だとユーザーにみなされてい

るのか、また、どんな車がライバ

ルになるのかを前項までの結果を

元に分析して行きたいと思う。分

析には、アンケート結果を MDS

で解析して算出した座標に基づい

て作成したパーセプションマップ

（商品属性マップ）を用いる。 

通常パーセプションマップには、

軸ラベルがないため、分布を見な

がらそれぞれの軸ラベルを検討す

る必要がある。そして、軸ラベルを推測した上で、プリウスがどんな位置にあるのかを分析して

行く。それでは、はじめに、車種間類似度パーセプションマップの軸ラベルを検討していこう。 
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＜パーセプションマップ 車種間類似度＞ 

 

 右の図は、類似度パーセプショ

ンマップを構造分析したものであ

る。シビックを中心として、Y 軸

方向上部に外車、下部に国産車が

集まっている。対極には日本では

爆発的に売れているジャンルのミ

ニバンであるイプサムが位置して

いる。X 軸は、左側にスポーツモ

デル、右側にハイブリッドカーが

集まっているのがわかる。この構

造分析に従えば、Y 軸が「外車－

国産車度」、X 軸が「スポーツ－ハ

イブリッド度」となる。 

ハイブリッド度 スポーツ度 

外車度 

国産車度 

 では、この軸ラベルにしたがっ

て、このマップからプリウスについてわかることはなんだろうか。まず X 軸上の初期型プリウ

ス（マップ上表記 10）と現行型プリウス（マップ上表記 20）の位置関係に注目してみよう。ハ

イブリッド性能はもちろん現行型プリウスの方が高いのだが、マップ上の「ハイブリッド度」は

初期型プリウスの方が高くなっている。これは、現行型と初期型のプリウスに対するイメージの

違いに由来しているのではないだろうか。第 4 章でも述べたように、トヨタはプリウスを普通

の車に近づけようとしている。初期型よりもはるかに高い運動性能を持った現行型プリウスを

「ハイブリッド」以外のイメージでも売っていこうとしているのだ。このマップにおいても、プ

リメーラやシビックに近づいていることからユーザーの間にもそういったイメージの違いは浸

透していると言うことが出来る。 

次に、Y 軸上の初期型プリウスと現行型プリウスの位置関係を見てみよう。初期型プリウスが、

RX-８、アクセラ、プリメーラ、シビックハイブリッドといった国産車と同じような位置であっ

たのに対して、現行型プリウスではシビックと同じ位置まで「外車度」があがっている。シビッ

クといえば、ホンダの代表的な一般大衆車であると同時に世界戦略車でもあり、現在生産はイギ

リスで行われている。日本のシビックは逆輸入車であり、ある意味外車である。おそらく、プリ

ウスもその世界戦略車としての位置づけが、ユーザーに認知されているのではないだろうか。ア

メリカでプリウスが爆発的に売れているというニュースが流れ、アメリカの市場を意識して作っ

た事がプリウスの「外車度」を引き上げたのではないだろうか。 

ちなみに、アンケート調査の最後に行った、ブランクタイプのアンケートの集計結果は、次ペ

ージの通りである。現行型プリウスが 1 位・なし、2 位シビックハイブリッドで、初期型プリウ

スでは、1 位シビックハイブリッド、2 位タイで、なし、インサイト、現行型プリウスと続いて 
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いる。現行型も初期型もプリウスのライバルは「なし」

か「ハイブリッドカー」の答えが大半であった。興味深

いのは、初期型プリウスは現行型プリウスに似ていると

答えた人が 2 人いるのに対して、現行型プリウスが初期

型プリウスに似ていると答えた人が独りもいないところ

である。現行型プリウスの類似車に、ウィッシュ、プリ

メーラ、３０７ｃｃ、アリオン、FORD フォーカスと続

いているのを見ると、どうやら現行型プリウスはその「ス

タイル」、初期型プリウスは「ハイブリッド」というのが

ユーザーに強い印象を与えているようである。 

類似 点
なし 5
シビックハイブリッド 4
ウィッシュ 1
プリメーラ 1
307ｃｃ 1
アリオン 1
フォーカス 1

シビックハイブリッド 4
なし 2
インサイト 2
プリウス 2
ウィッシュ 1
イプサム 1
アリオン 1

ブランクアンケート結果

現行型プリウス

初期型プリウス

では次に、ライバル度パーセプションマップとブラン

クタイプアンケートから、プリウスのライバル関係につ         

                いて検証していきたいと思う。 

＜パーセプションマップ 車種間ライバル度＞      

 
ライバル 点

なし 4
シビックハイブリッド 2
アリオン 1
ゴルフ 1
フィット 1
ティーダラティオ 1
アルファードH 1
BMW３１８i 1
ウィッシュ 1
エスティマH 1
シビックハイブリッド 3
なし 2
インサイト 2
ゴルフ 2
ウィッシュ 1
カローラ 1
エスティマH 1
プレミオ 1
ブルーバード 1

ブランクアンケート結果

現行型プリウス

初期型プリウス

 

 はじめに軸ラベルを考えていく。車種間類似度のマップと比べると、要素集合の形は少し異な

っているが、要素間の相対的な位置関係はそこまで変わっていない。しかし、類似度マップでは

ほぼ直線だった X 軸上付近の車種群ラインの両端が、マップ中の青い線のように、両端が持ち

上がった形で湾曲している。これは、おそらく「スポーツ度」もしくは「ハイブリッド度」が高

い車は、類似性マップで「国産度」が高くてもライバル度マップでは、外車がライバルになりや

すいと言うことを表している。つまり、軸ラベルは類似度マップと同じであるが、ライバルマッ

プになると、類似度マップに比べて、「ワンランクスポーツ度が低く、ワンランク外車度の高い

車」や「ワンランクハイブリッド度が低く、ワンランク外車度が高い車」が同軸上に並ぶことも
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ありうるということである。X 軸両端になればなるほど、値は類似度マップより大きくなるので

ある。イメージ的には指数対数のグラフのような感じである。 

それではプリウスのライバル関係について考えていこう。マップ上の現行型プリウス（マップ

表記 20）と初期型プリウス（マップ表記 10）を中心とした円に注目すると、それぞれのライバ

ルが読み取れる。マップから読み取れる現行型プリウスのライバルは、シビックハイブリッド、

ゴルフ、シビックである。マップ上で初期型プリウスのライバルになりうる車が、シビックハイ

ブリッドだけであることを考えると、やはりコンベンショナルカーが多く分布する座標中央の方

へシフトしている事がわかる。一方、ブランクアンケートの結果は、現行型プリウスのライバル

が 1 位なし、2 位シビックハイブリッド、初期型プリウスのほうが 1 位シビックハイブリッド、

2 位タイで、なし、インサイト、ゴルフとなっているが、ライバル関係ということで、類似性の

ブランクアンケートよりも答えの幅が広くなっている。現行型と初期型の結果を比較すると、登

場する車、車格にはほとんど変化がない。しかし、現行型になると BMW318i やアルファード

ハイブリッドといった高価格帯の車があらわれるようになる。おそらく、カローラ、アリオン、

プレミオ、ブルーバード、ティーダラティオ、フィット、ウィッシュ、エスティマハイブリッド

といった車は、マップ上の現行型プリウス、初期型プリウスのそれぞれの円の重なるところ付近

に位置していると思われる。そのため、両方のライバル車となりうるのだ。インサイトは、初期

型プリウスのもっと右側に位置するだろう。そして、初期型から現行型にかわり、ライバルの範

囲も左側にシフトしたことから、マップ上の赤い部分に位置するアルファードハイブリッドや

BMW318i などがあがってきたと考えられる。プリウスは現行型になり、確実に外車やワンラン

ク高い国産車の層をライバルとして射程圏内に捉えていると言うことが出来るのではないだろ

うか。 

 

 

d）ケーススタディ 

   

第 5 章で紹介したプリウスオーナーのためのプリウス総合サイト「プリウスマニア」の管理

人であるやっちん氏のプリウス購入に至る経緯がネット上に書かれているので、このケースを元

に、プリウスの製品カテゴリーについての裏づけをしたいと思う。 

以下、プリウスマニア・やっちんの部屋より抜粋。便宜上、段落番号をふる。 

 

“①我が家では、1997 年 12 月にプリウスを注文して、1998 年３月に納車されました。なぜ

我が家でプリウスを買ったかというと、それまで乗っていたカムリが 1998 年の７月に７年目の

車検切れを迎えることになっており、そろそろ車を買換えようかなと考えていた、ということが

一番の購入理由です。つまり、1997 年に買い換えようと思ったときには、どんなクルマでもよ

かったのです(^^;; 

 ②カムリは、トヨタがワールドワイドに展開している合理的なクルマだけあって、それなりに

 - 42 -



良くできており、デザインも含めて全然古さを感じさせなかったのです。しかし、７年目になる

と少々ガタがくるし、飽きがくるのが実感でした。 

 ③そこで、97 年夏頃から、新車を物色し始めました。カムリ・グラーシア、ステージア、ボ

ルボなどなど、多くの車の試乗会に出かけましたが、私たち夫婦の気持ちにぴったりくる自動車

はなかなかありませんでした。 

 ④その中で、ベンツのＡクラスが最初の候補でした。Ａクラスは、これまでのベンツとは全く

異なった発想で、コンパクボディに高い安全性と環境への配慮をうたった車で、ヨーロッパでは

爆発的な人気車になっていたようです。日本でも 1998 年の春頃発売で値段も２５０万円程度で

はないかといわれていましたので、その点も購入対象の範囲内でした。このため、1997 年秋に

ベンツに予約に行きましたが、その段階では日本での販売は未定とのことで、受け付けてもらえ

ませんでした。そこに、あのＡクラスの実験時で転倒とのニュースが入ってきて、日本での発売

は 1998 年の秋以降に延びることになってしまいましたので、結局、我が家の購入時期には合わ

ず、断念せざるを得ませんでした。 

 ⑤もう一つの候補が、プリウスでした。97 年の東京モーターショウでも一番の目玉といわれ

ましたが、実際に出かけて見ると、コンパクトなボディに新しさを感じさせるインテリアとエク

ステリアのデザインが気に入りました。その後も、カー・オブ・ザ・イヤーをはじめ様々な賞を

とるなど、話題性たっぷりでした。最先端の技術にも大変興味がありましたし、環境にやさしい

という点も気に入りました。そんな、こんなで、ミーハーを自認する我が家では、97 年 12 月に

発売されると同時にプリウスの購入を申し込んでしまいました。 

 ⑥プリウスの購入の申し込みの前に、「実際に試乗してから決めた方がよいのではないか」と

いう当たり前の議論が妻からあったのですが、ともかく早くほしいということで、試乗もしない

で申し込んでしまったのです（何しろ 1997 年 12 月時点では試乗会も１ヶ月待ちという状況だ

ったのです。）。プリウスの初期の購入者の中には、私たちと同様に試乗もしないで買ってしまっ

た人間が何人もいたようです。（こんな高い買い物を試乗もしないで買ってしまうなんて、なん

て剛毅な人たちぃ！！。＜自分）” 

 

 以上が、プリウスマニアで公開されているオーナーやっちん氏のプリウス購入までの経緯であ

る。はじめに⑥段落に注目すると彼は、プリウスを初期に購入した紛れもないイノベーターのひ

とりであることがわかる。④⑥段落で述べられているように、彼は試乗することなく車を購入し

ようとしている。彼には Trialability などというものはどうでも良いことなのである。では、彼

が車を選ぶときの条件は何だったのだろうか。登場してきた候補車は、カムリ・グラシア、ステ

ージア、ボルボ（おそらく S40 か V40）、ベンツ A クラス、そしてプリウスである。③段落で、

カムリ・グラシア、ステージア、ボルボは“ぴったりくる自動車”ではなかったと言っている。

つまり、ぴったりくることが条件である。ではぴったりくる条件はどんな条件だろうか。④段落

をみると「話題性」と「250 万円程度」というキーワードを見出せる。また⑤段落でも、「話題

性」「先進性」「ミーハー」という語がならんでいる。つまり「話題性」「予算」「先進性」が条件
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なのである。彼が

選んだ候補者は、

全て97年に発表さ

れている車なので、

どれもそれなりに

話題性はあったは

ずである。250 万

円程度という予算

面では、左の表の

通り、ボルボはオ

ーバーしている。

ベンツは時期的に間に合わなかったので購入はできない。ステージアとカムリ・グラシアは「ぴ

んとこなかったので、残りはプリウスである。ではここで、プリウスの製品カテゴリーを裏付け

るために、各候補の類似度のイメージを前項のパーセプションマップを用いて作成し、やッちん

氏の行動を検証してみよう。 

プ

カ

ス

べ
ボ

＜候補車種間の類似性パーセプションマップイメージ＞ 

（注）マップ上では 

べ：ベンツ A クラス 

プ：プリウス 

カ：カムリ・グラシア 

ボ：ボルボ 

ス：ステージア 

 

軸ラベルは、前項と同様 Y 軸「外車

－国産車度」、X 軸「ハイブリッド－ス

ポーツ度」である。プリウスはハイブリ

ッド度が高いので最も右端に位置する。

国産度は前項を参照。ベンツ A クラス

は、外車であり、④段落に“環境への配慮をうたった”とあるので右上。前項の類似性パーセプ

ションマップのゴルフやニュービートル、スマートフォーフォーの位置も参考にした。ボルボは、

外車－スポーツ系なので左上。ステージアは、97 年当時 L サイズステーションワゴンと言うカ

テゴリーが国産車では皆無に等しく、ボルボのカテゴリーと同様とみなされていたので、ボルボ

より若干国産車度の高い位置。カムリ・グラシアは中間的存在で、トヨタの伝統路線の派生車な

ので、中央より国産車度高めの位置とした。ボルボ、ステージア、カムリ・グラシアは候補から

いち早く抜けてしまったため、ベンツ A クラスとプリウスに注目する。類似度パーセプション

マップではベンツ A クラスとプリウスはかなり距離的に離れており、買い替え候補にはなりそ

216 307

227 450

295 410

236 .3 315

225 .7 238 .3

カムリ・グラシア

ステージア

VOLVO

ベンツAクラス

初期型プリウス

購入候補車価格表

0 100 200 300 400 500

（万円）
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うもない。しかし、このパーセプションマップを前項のライバル度パーセプションマップの法則

に当てはめて再描画すると、プリウスは上にシフトすると考えられる。 

 ＜ライバル度パーセプションマップイメージ＞ 

プ

カ

ス

べ
ボ プ

 プリウスが発表されたばかりの時

期でハイブリッドに対する先進的イ

メージが強ければ「ハイブリッド度」

は相対的に高くなり、プリウスはラ

イバル比較する際に、かなり上側ま

でシフトすることが考えられる。加

えて、彼のようなイノベーターは、

先進性、話題性に対して敏感である

ため、それらのイメージは高くなり

やすく、そういった点でもプリウス

はライバル度パーセプションマップ

ではベンツ A クラスに限りなく近い

位置に来ていたということができる。以上のような理由で、やっちん氏はベンツ A クラスをプ

リウスとともに候補として残したのである。 
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◇◇７７．．考考察察  ～～ププリリウウススははななぜぜ売売れれたたかか～～  

 

ここまで、第２章「プリウスについて」では、歴代のプリウスがどのように進化し、発展して

きたのかを、第３章「ハイブリッドシステムの仕組み」ではプリウスを理解するうえで欠かすこ

との出来ないハイブリッドシステムの仕組みを、第４章「プリウスというイノベーション」では、

プリウスがなぜイノベーションになりうるのかを、第 5 章「プリウスのコミュニケーションチ

ャネル」では、プリウスを取り囲む広告やホームページといった環境を、第 6 章「消費者から

見たプリウス」では、プリウスの製品群中での位置づけを、それぞれ検証してきた。この章では、

これまでの内容をまとめ、「プリウスはなぜ売れたか」を検証していきたいと思う。 

「プリウスがなぜ売れたか」ということを考える上で、欠かすことが出来ないのが「プリウス

以外のハイブリッドカーはなぜ売れないか」ということについて考えることである。プリウス以

外のハイブリッドカーが売れない理由の中には、プリウスがうれる理由を解明するヒントが隠さ

れているからである。プリウス以外のハイブリッドカーで、現在一般的に購入可能なものは 7

車種発売されており下図の通りである。 

メーカー 車種 価格 ベース車価格 燃費 ベース車燃費

エスティマハイブリッド 351.7～402.2万 229～361.7万 18.6 8.6～11.0

アルファードハイブリッド 384.3～441万 265～442万 17.2 8.6～9.4

クラウンマイルドハイブリッド 308.2万 251～272万 13.0 11.0

インサイト 220.5～230.5万 × 35.0 ×

シビックハイブリッド 222.6～283万 126.8～188万円 29.5 15.4～17.8

SUZUKI ツインハイブリッド 129万 49～90.3万 34.0 22.0～26.0

TOYOTA

HONDA

ハイブリッドカー　ラインナップ

 

インサイトはワンモデル販売であるが、二人乗りのクーペというボディ形状もあり、販売台数

はまったく伸びない。それ以外のモデルはすべてグレード販売である。ハイブリッド版の価格は

ベース車よりもだいたい 35 万～100 万程度高いが、アルファードに限っては最上級モデルの方

がハイブリッドよりも高くなっている。ハイブリッド版の主要緒元を見てみると、価格は全グレ

ード中最高であるが、装備は中程度または安価モデルと同等である。エスティマでいえば、ホイ

ールが 15 インチしか選択できなかったり、キャプテンモデル（幅と高さが大きいモデル）では

なかったりするのである。中程度のベースモデルとハイブリッドでは、価格に 80 万円程度の開

きがある。中級モデルを、いくら燃費が良くても最上級モデルより高い価格で人は買うだろうか。

答えはノーである。 

ユーザーは、高い値段を出すなら、それなりの装備や車格のほうを、燃費よりも優先するので

ある。今年、トヨタは LEXUS ブランドを日本でも立ち上げ、ハリアーハイブリッド（RX330

‐Hybrid）を販売する。その際、ハイブリッドのグレードは最上級モデルとして売り出すそう

だ。動力性能、装備、燃費、どれをとっても最上級なのである。おそらく値段は、ハイブリッド
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モデルだけがずば抜けて高くなるだろうが、こちらの販売方法の方がまだハイブリッドモデルを

購入するインセンティブがあるのではないかと思う。この販売方法ならば、燃費＜車格、装備の

法則に従わなくてすむからである。ハイブリッドモデルを購入した人は、価格はずば抜けて高い

だろうが、車格も装備も燃費も手に入るのだ。 

つまり、グレード販売のハイブリッドカーが売れないのは、燃費＜車格、装備の法則があるか

らである。グレードの設定の仕方に問題があるといえる。 

プリウスは、グレード販売でない。燃費＝車格、装備である。そして、独自のハイブリッドカ

ーとしてのイメージを作ってきた。このプリウスが作り上げてきたイメージは、プリウスが売れ

たことに大きく影響してくる。ここからは、これまでの章の内容をまとめ、プリウスがなぜ売れ

たのか検証してく。 

下記の図はそれぞれ、第 4 章から第 6 章までの分析結果をまとめ、初期型プリウス、現行型

プリウスの持つアドバンテージ、ユーザーへのイメージ、ユーザーからのイメージを図式化した

ものである。 

 

 

初期型プリウス

Relative Advantage
高燃費、税制優遇、エコ志向性

注目性、静粛性

Compatibility
低い（操作系フィーリング、加速など）

Complexity
低い

Trialability
中（発売時は試乗一ヶ月待ち）

Observability
高い

ユーザー

＜プリウスの売り＞

環境性能  未来感

  ＜ユーザーの認識＞ 

ハイブリッドカーの代名詞 

 

※写真はカーセンサー.net から出典 
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現行型プリウス

Relative Advantage
高燃費、税制優遇、エコ志向性

注目性、加速力、静粛性

車庫入れ支援システム

Compatibility

高い

Complexity

低い

Trialability

高い

Observability

高い

ユーザー

動力性能 独自装備

環境性能  未来感

    ＜ユーザーの認識＞ 

カテゴリーはハイブリッドカーだが、

普通の車に近く、ややもすると外車に

近いプレミアム感もある。 

＜プリウスの売り＞

 

※写真はカーセンサー.net から出典 

 

 二つの図を比較するとわかるように、初期型プリウスは「ハイブリッドカー」としてのイメー

ジが非常に強い。性能面においても「ハイブリッド」であること以外に秀でているところは特に

無く、トヨタ側も「環境性能」「未来感」といったものを前面に押し出し、ハイブリッドカーと

してのイメージを強く強調していた。次ページのグラフのように、イノベーションが普及するに

は、プロセスがあるのだが、初期型プリウスは、イノベーターやリードユーザーと呼ばれる人々

にはすぐに受け入れられた。この「ハイブリッドカー」というイメージが「先進性」「話題性」

を生み出し、従来あまり話題にならなかった「環境性能」という自動車選びの際の新しいパラメ

ーターを作り出したからである。初期採用者（Early Adopters）も、自動車と所有者のイメージ

がリンクするというところに目をつけ、採用した。初期採用者には、比較的社会的地位が高い人々

が多く「見られる職業、見られる地位」についている事が多い。そのためプリウスを選び、その

クリーンなイメージを自分達にも当てはめたいという点において、プリウスを採用するメリット

が十分にあったのである。第 4 章で述べた現行型プリウスの初めての試乗会が行われたロサン

ゼルス・パサデナ地区に住む人々がこれに当てはまる。彼らは、富豪やハリウッドスターといっ

た社会的に地位の高い「見られる」人々だったのである。 
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プリウス累積販売台数

0

2

6

8
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万
台

4 イノベーター 

２．５％ 
初期採用者 

13.5％ 

一
部
の
初
期
採
用
者 

早
期
多
数
派 

34％ 

ティッピングポイント 

 しかし、一部の初期採用者、その中でも特にオピニオン・リーダー的存在である自動車評論家

のような人々がプリウスを採用しなかったことは、プリウスの普及に大きな影響を与えた。彼ら

は地球環境に対する姿勢や高燃費、先進的な技術は評価したが、実際の自動車としての性能に対

しては厳しい評価をくだしたのだ。第 2 章、第 4 章でも述べたように、あいまいなステアフィ

ール、不自然なブレーキフィール、登板能力や加速性の低さなどである。 

 さらに、早期多数派（Early Majority）の人々が初期型プリウスを受け入れるには、不確実性

が高すぎた。プリウスの持つ動力性能や操作性のフィーリングは一般の車のそれより、はるかに

劣っていたからである。早期多数派の人々は“Be not the first by which the new is tired, Nor 

the last to lay the old aside.”（Everette M.Rogers 1995）、つまり「疲れる一番乗りも、古臭い

人間だと思われる乗り遅れもいやだ」という考えなのだ。彼らは不確実性を嫌う。「乗ってみた

はいいが、流行らなかった」というのは嫌なのだ。しかし、一旦「確実」であることがわかれば、

飛び乗るのは早い。 

現行型のプリウスは、そんなオピニオンリーダーである自動車評論家や早期採用者のニーズを

まさに満たすものであった。 

 現行型プリウスが彼らの間に浸透した理由は、「ハイブリッドシステム採用による不確実性」

を減少させたところにある。つまり、「ハイブリッドシステムをつかって燃費は良くなるが、そ

の代わりに我慢する部分」をなくしたのである。直進安定性、加速性、パワーステアリングやブ

レーキのフィーリングなどは全て改善され、なおかつ数多くの試乗車でそれを試すことが出来た。 

 自動車に対するイメージも早期多数派にとっては重要である。彼らは「新しい物好きの普通の

人たち」である。「みんなが持っているから持つ」的な考え方をする一番初めの人たちである。

いくら先進的でも「カッコ悪い」ものは好きではないのだ。第 6 章で検証したように、消費者
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のプリウスに関する認識が、「ハイブリッドカー」というだけの特殊なカテゴリーから、「外車も

ライバルになる普通の乗用車」になってきたことは、彼らにとって非常に重要なことであったの

だ。 

トヨタは戦略的に、というよりは技術的な問題からであろうが、イノベーターや初期採用者と早

期多数派の人々に、それぞれ違う車を与えたのである。イノベーターや初期採用者には、「まさ

にハイブリッド」というイメージを持った車。そして、早期多数派の人々には、ハイブリッドの

イメージを残しながらも「スタイリッシュ」な車を与えたのだ。いきなり現行型のプリウスがで

てきても、ここまでプリウスに対しての独特なイメージが出来上がっていたかどうかは疑問であ

る。初期型プリウスの不完全さは、プリウスの「ハイブリッド・未来的なイメージ」を高めるこ

とに一役買ったのである。そして、そのイメージを残しながら一般の人たちも乗りやすい現行型

を発表したのだ。初期型からのステップが、現行型プリウスの人気を生み出したのである。 

早期多数派の人々が飛びつき始めれば、もうあとは普及するのを待つのみである。ティッピン

グ・ポイントを迎えたプリウスはまさに S 字カーブを描き始めたのである。ティッピング・ポ

イントを迎えた時のプリウスの累積販売台数は 65729 台である。ロジャースの Adopter 

Categorization に従うと、これが全体の 15％であると考えられるので、プリウスのマーケット

は約 45 万台である。日本でのゴルフの累積販売台数が 50 万台であることを考えると、あなが

ち、的外れな数値ではなさそうである。 

 

プリウスはなぜ売れたか。 

－それは『普通の車ではないイメージを持ち続けながら、普通の車に近づいたから』である。 
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